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「
姉
崎
」
地
域
の
主
要
な
テ
フ
ラ
鍵
層
や
岩
相
（
累
層
・
部
層
）
境
界
の

等
高
度
走
向
線
分
布
図
作
成
の
た
め
の
下
図
の
一
部
（
上
総
層
群
笠
森
層
分
布
域
）

国
土
地
理
院
や
市
町
村
な
ど
が
発
行
の
小
縮
尺（
5千
分
の
1や
1万
分
の
1）
の
地
形
図
の
上
や
野
帳
に
描
い
た
，
各
種
テ
フ
ラ
鍵
層
や
岩
相
境
界
の
分
布
や
標
高
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
要
点
の
み
を
，
国
土

地
理
院
発
行
の
広
域
地
形
図
の
上
に
落
と
し
，
そ
れ
を
基
に
，
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
フ
ラ
鍵
層
や
岩
相
境
界
の
等
高
度
の
走
向
線
を
10
m
な
い
し
20
m
の
標
高
差
間
隔
で
描
い
て
い
る
．
地
形
図
は
，
国
土
地
理
院

発
行
の
2万
5千
分
の
1「
鶴
舞
」を
使
用
．
本
図
の
位
置
を
口
絵
7に
示
す
．
こ
の
よ
う
な
下
図（
作
業
図
）を
経
て
，
代
表
的
な
テ
フ
ラ
鍵
層
や
岩
相
境
界
の
等
高
度
走
向
線
を「
姉
崎
」地
域
全
体
に
描
い
た
の

が
口
絵
7で
あ
る
．


